
2022 年度 事業報告 

 

特定非営利活動法人 星とたんぽぽ 

 

 

１ 事業実施の成果 

特定非営利活動法人 星とたんぽぽは、事業の立案、実施の各段階において、受益対象者である発達障害児・そ

の家族及び園、が必要とするニーズを的確に把握する事に努め、長引くコロナ対策を鑑み、安全安心な療育体制

のために一対一の短時間療育を行った。にもかかわらず、どちらの事業所においてもコロナ感染により、一時療

育を止めざるを得ない状態が何度かあった。が、まん延を防止するため、より一層の予防に努めたしかし、日々

の療育のみでなく、親の会や保育園訪問、勉強会 等の延期等、全てにおいて影響を受けてしまった。しかし、

Zoom 等で、できる限り職員の資質向上に努め、勉強の機会を数多く設け、種々の研修に参加し、子どもたちへ

返していけるよう努めた。また、南事業所も、コロナの影響で、せっかく取得した保育所等訪問支援事業も、園

のコロナ感染、予防のために、断られることが多く、思うように実施できなかったことは残念である。しかし、

子どもを真ん中に置いて、連携を取る事は重要であると考えるので、これからも、園訪問等を通して、連携でき

る方法を考えながら取り組んでいきたい。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

(2) 定款の事

業名 
事業内容 実施日時 実施場所 

従事者

の人数 

受益対象者

の範囲及び

人数 

支出額 

（千円） 

発達障害児の

療育に関する

事業に関する

事業 

就学前の子

どもの発達

支援 

週1～3回 北事業所 7 人 発達障害児

1日10名×

週 6 日 

32,984 

 

 

週1～3回 南事業所 7 人 発達障害児

1日10名×

週 6 日 

30,021 

 

 

障害児通所支

援に関する事

業 

申し出のあ

った子ども

の療育 

随時 北事業所 1 人 就学後の発

達障害児 0

名 

0 

 

随時 南事業所 1 人 0 

 

 

障害児通所支

援に関する事

業 

申し出のあ

った子ども

の保育所等

随時 各保育園

幼稚園、

子ども園 

2 人 星とたんぽ

ぽに通う子

ども 0 名 

0 



訪問 随時 2 人 星とたんぽ

ぽいっぽず

つに通う子

ども 13 名 

192 

 

発達障害児の

家族に対する

相談事業 

親の会 年 3 回 Zoom 

岡山ふれ

あいセン

ター 

3 人 保護者 

多数 

 

121 

支援者に対す

る研修、相談

事業 

事業所職員

勉強会 

年 5 回 Zoom 3 人 星とたんぽ

ぽ職員 

 

0 

園の職員の

勉強会 

年 5 回 Zoom 3 人 希望する園

の職員 多

数 

6 

支援者に対す

る研修、相談

事業 

星とたんぽ

ぽ職員勉強

会 

年 3 回 Zoom 

（ CARS

勉強会） 

PECS 

自閉症特

別 講 座 

等 

 星とたんぽ

ぽ職員 

0 

発達障害に関

する啓発事業 

講演活動 3 月 岡山精神

科医療セ

ンター 

渡邊好子 

３人 医者 

一般市民 

320 名 

0 

講演会 

（5 周年記

念） 

7 月 さんたホ

ール 

藤岡宏先

生 

10 人 一般市民 425 

ラジオ出演  レディオモモ 

渡邊好子 

1 人 一般市民 0 

黄色いレシ

ートキャン

ペーン 

毎月11日 岡山イオ

ン 

2 人 一般市民 

多数 

 

0 

パンフ製作、

配布 

随時 事業所 1 人 来所者多数 0 

カレンダー

製作 

9 月 事業所等 1 人 発達障害の

支援者多数 

110 

 

 岡山芸術祭

マニュアル

作成 

 NPO セ

ンター他 

渡邊好子 

1 人 一般市民 

多数 

0 



2023 年度 事業計画 

 

特定非営利活動法人 星とたんぽぽ 

 

 

１ 事業実施の方針 

特定非営利活動法人 星とたんぽぽは、事業の立案、実施の各段階において、以下のように支援することに努め

ます。 

① 受益対象者である発達障害児・その家族が必要とするニーズを、話し合いにより的確に把握する事に努めま

す。また、支援計画立案に際しては、家族の思いを反映させ、主体的に関わって行けるよう配慮します。 

② 子どもが拠点となる保護者、園と共に、子ども達のより良い成長、発達を援助していきます。 

③ 園訪問、園との連携を取り、子どもや家族のニーズを共有し、医療との連携も取りながら家庭、園、学校、

医療、福祉が一丸となって、子どもの健やかな成長のために共に取り組んでいきます。 

④ 職員の教育、研修に力を入れ、今年度は、受け身だけではなく、できるだけ主体的に学びあう場を用意し、

子どもたちに、より良いものを返していけるように努力します。 

⑤ 発達障害について、市民や地域の意識の向上や正しい理解を広めるために、講演会その他の啓発活動に力を

注ぎます。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

定款の事業名 事業内容 実施日時 実施場所 

従 事

者 の

人数 

受益対象

者の範囲

及び人数 

支出見込額 

（千円） 

収入見込額 

（千円） 

児童福祉法に

基づく児童発

達支援事業 

 

 

 

就学前の子

どもの発達

支援 

週 1 ～ 3

回 

 

 

 

北事業所 ７人 発達障害

児 1 日 10

名×週 6日 

32,992 40,260 

週 1 ～ 3

回 

 

南事業所 ７人 30,785 

 

40,250 

発達障害児の

療育に関する

事業 

申し出のあ

った子ども

の療育 

随時 北事業所 ０人 就学後の

発達障害

児数０名 

0 

 

0 

南事業所 ０人 0 

 

0 

発達障害児の

家族に対する

相談事業 

親の会 年 3 回 Zoom 

野村恵里

先生アン

ガーマネ

ジメント

他 

６人 保護者 30   ０ 



支援者に対す

る研修、相談

事業 

勉強会 年 5 回 Zoom 他 

重松先生 

６人 星とたん

ぽぽ職員  

200 ０ 

勉強会 

（CARS） 

年３回 御南公民

館他 

小田桐早

苗先生 

 

6 人  100 0 

支援者に対す

る研修、相談

事業 

園の先生対

象の勉強会 

随時 渡邊 

各園訪問 

1 人 園の先生

より依頼

があった

場合 

0 0 

潜在保育士

研修（ハロー

ワーク） 

7 月 6 日 ピュアリ

ティまき

び 

1 人 潜在保育

士 20 名 

0 20 

発達障害に関

する啓発事業 

黄色いレシ

ートキャン

ペーン 

毎 月 11

日 

岡山イオ

ン 

６人 一般市民 0 0 

ポスター掲

示 

随時 事業所 1 人 来所者 0 0 

カレンダー

製作 

9 月 事業所等 1 人 発達障害

の支援者 

150  100 

講演会 8 月 岡山勤労

者福祉セ

ンター 

桑原綾子

先生 

6 人 一般市民   

 

 


